
令和４年度入学者選考に係る兵庫県立高等特別支援学校

入学希望者説明会に代えて

当初予定しておりました、令和３年5月25日、
26日、27日の入学希望者説明会は、兵庫県に

緊急事態宣言が発令されたため中止となりま
した。

説明会でお伝えする予定でした内容の一部
をここでお知らせします。

本校の様子を少しでも知っていただき、本校
への受検希望、進路先決定の参考にしていた
だければと思います。



職業自立を
めざして

兵庫県立高等特別支援学校



兵庫県立高等特別支援学校
について

• 知的障害のある生徒が学ぶ学校

• 高等部のみ

• 職業科（職業自立をめざす）

• 兵庫県全域から入学

• １学年４０名定員（８名×５クラス）

• 寄宿舎がある

• 県立上野ケ原特別支援学校と

同一敷地（運動場、体育館は共有）



学習
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１年 ２ １ １ １ １ ２ ５ １ １４ （１） ２ （３） [２] ３０

２年 ２ １ ２ １ １ １ ５ １ １ １３ （１） ２ （３） [２] ３０

３年 ２ １ ２ １ ４ １ ２ １４ （１） ３ （３） [２] ３０

３年間計 ６ ３ ５ ２ ３ ３ １４ ２ ４ ４１ （３） ７ （９） [６] ９０

■１校時は４５分
■（ ）は、専門教科と合わせて行う時間数
■「総合的な探究の時間」は一定期間に集中して実施する



専門教科と時間数

型 自立型作業学習 実践型学習
生活総合型
学習

１年
木工

２時間

陶工

２時間

縫工

２時間

農業

２時間

職業
実習Ⅰ

２時間

職業
実習Ⅱ

２時間

調理

２時間

２年

【選択】

木工 陶工 縫工A 縫工B 農業

４時間

職業
実習Ⅰ

４時間

職業
実習Ⅱ

２時間

調理

２時間

家庭

１時間

３年

【選択】

木工 陶工 縫工A 縫工B 農業

４時間

職業
実習Ⅰ

６時間

職業
実習Ⅱ

２時間

調理

２時間

目
標

・作業経験を膨らませる
・作業学習の意義と作業目標の持ち方
・作業に取り組む総合的な力

・実践的な学習

・職業自立に向けた
姿勢、態度

家庭生活を営む
上で必要な知識、
技能



木
工



陶
工



縫工



農業



情報



職業実習Ⅰ



調
理



学校行事



現
場
実
習



宿泊
訓練
（１年）

遠
足



修
学
旅
行



体
育
大
会



文
化
祭



部活動



運動部

◆陸上競技部

◆サッカー部

◆テニス部

◆ソフトボール部

◆男子バレーボール部

◆女子バレーボール部



文化部

◆文学部

◆家庭科部

◆音楽部

◆コンピュータ部

◆美術部

部活動は原則として
火・水・木曜日に実施



寄宿舎





寄宿舎について

• 定員は４８名（男子３２名、女子１６名）

• 通学時間、通学距離などを考慮し、入舎を決定する

• 入舎期間は１年間とし、毎年見直しをする

• 集団生活に適応できること

• 生活自立に向けた指導を行う

• 毎週金曜日に帰省、月曜日の朝に帰舎する（日曜日に帰舎
を許可される場合もある）

• 費用は月額２２，０００円程度必要（帰省の交通費等も必要）

• 体調不良、生徒指導上のことで迎えを依頼することもある

• 食物アレルギーに対する個別対応はできない



進路



進路状況

■令和２年度卒業生 就職内定率

８５％
■就職率（卒業生平均）企業就労＋就労継続Ａ型

８０％
■３年後の定着率

８２％
あいさつ実習



高等特別支援学校の
学校生活で必要なこと・・・

• 学ぶ意欲がある

• 安全に自力通学ができる

• 心身が健康である

• 生活が安定している

• 自分のことは自分でできる

• 指示が理解できる

• ルールが守れる

• 保護者の理解と協力は不可欠



入学者選考出願について

◼知的障害がある（療育手帳を取得または取得予定）

◼兵庫県在住である

１．入学希望者説明会【5月25,26日】

または１学期の学校見学

２．入学相談【7月26日～30日予定】

３．体験入学【10月18,19日予定】

◆募集要項説明会【12月中旬】…学校関係者

必ず参加
していること


